
ともだち学級生活単元学習（Ｃグループ）授業力向上案

日 時：平成 23年 12月 9日（金）13:40～14:25

授業者：髙橋 由美子

場 所：ともだち学級 1組・2組・3組各教室

１ 単元名 「ぴかぴかともだちの街をつくろう」

２ 単元の目標 ・ぴかぴかの街づくりに取り組み，協力して作ることの楽しさを味わわせる。

・作った街を多くの人たちに見せたり紹介したりすることを通して，人と関わる力を育てる。

３ 本時の指導

本時のねらい ・材料やＬＥＤの使い方を工夫してぴかぴかの街作りに取り組むことができる。

目指す児童の姿（表現） ・自分の思いや願いを言葉や動作で伝えることができる。

１０１の授業技術

製作例や材料を見て，選択しながら，作りたい物のイメージを具体
化する。自分の言葉で「ぴかぴか光るお家をたくさんつくりたいで
す。」などと発表する。

画面や実物の製作例を見て，ぴかぴか光る灯りに興味を持つ。
教師の支援で材料を選び，製作過程を見ながら，表情の変化や発声，
手足の動きで興味や意欲を表現する。

「切るところに印をつけてください。」「ハサミで切るのを手伝って
ください。」など，作り方の手順や手伝ってほしいことを伝える。

集中して活動する。

教師に手を添えてもらい，ハサミで切る感触を味わう。好きな電球
の色などを表情に表して選ぶ。

学習活動の流れ

目指す具体的な児童の姿

（活動の様子 つぶやき 等からの見取り）

【個別の支援】
○ 作りたい物を発表する
Ｈ児：光る灯りや材料を目の前に示し，目の動き・表情や

発声・手足の動きを見逃さない。
Ｉ児・Ｊ児：製作例や材料を見せ，選択させる。ことばを聞き

取りながら，一言一言ゆっくり発表させる。
Ｋ児：製作例や材料を見せ，選択させることでイメージを具体

化させる。

○ 街作りに取り組む
H 児：目の前で，表情を見ながら製作する。ハサミなど，手を

添え一緒に切る。他の児童と関わらせながら活動させる。

Ｉ児・Ｊ児･Ｋ児：簡単な手順を示す。手伝ってほしいことを
伝えさせる。必要に応じて手を添えながら製作させる。活動
の様子を褒めながら，集中できるように声掛けする。

Ｈ児

製作例や材料を見て，選択しながら，作りたい物を決める。教師と
一緒に言葉を確かめながら，「牛乳パックを使いたい。」「ぴかぴか，
ビルをつくりたい。」など一言一言発表する。

Ｉ児・Ｊ児

Ｋ児

Ｈ児

Ｉ児・Ｊ児・Ｋ児

【共通の支援】

○活動への意欲を高めるICT活用
プレゼンテーションソフトを利用して

本時の活動について見通しを持たせる。
※作品例などは，実物も用意しておく。

○思いや考えを意識付けさせるための指導
自分で選んだ材料をカゴに入れて持ち歩けるようにする。

○場の設定の工夫
スムーズに活動を行うために，始まりの音楽を決め，オレン

ジのマットを活用して座らせる。

１ 前時までの活動を

振り返りながら，本

時の活動を理解す

る。(５分)

２ 使いたい LED や

作りたい物に合わせ

て材料を選び，必要

な数を持つ。(５分)

３ 三つのグループに

分かれて活動を開始

する。(20 分)

４ 作ったものを持ち

寄って，街をつくる。

(５分)

５ 感想を発表する。
（10 分）

「ぴかぴかともだちの

街をつくろう」

① 作りたい物を発表する

② 作りたい物を作成する

①前時までの振り返り
②街のイメージ


